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国
文
学
研
究
資
料
館
（
以
下
「
国
文
研
」
と
略
記
）
で
は
、
去
る
二
〇
一
九
年

度
よ
り
、「
機
構
長
裁
量
経
費
」
を
財
源
と
し
て
調
査
収
集
先
の
集
中
デ
ジ
タ
ル
撮

影
を
開
始
し
て
い
る
【
地
域
文
化
拠
点
所
蔵
資
料
の
集
中
的
整
備
に
基
づ
く
研
究
基

盤
の
確
立
】。
担
当
者
は
学
術
資
料
事
業
部
長
で
、
二
〇
一
九
年
度
は
神
作
研
一
、

二
〇
二
〇
年
度
は
入
口
敦
志
、
二
〇
二
一
年
度
は
海
野
圭
介
。
以
下
「
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国

際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」（
二
〇
一
四
～
二
三
年
度
、
以
下
「
歴
史

的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
」
と
略
記
）
で
は
対
象
と
し
て
い
な
い
、
学
術
資
料
事
業
部
が
管

轄
す
る
新
旧
の
調
査
収
集
先
の
中
か
ら
特
に
五
か
所
─
─
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝

雄
文
庫
・
浜
松
市
賀
茂
真
淵
記
念
館
・
京
都
市
歴
史
資
料
館
・
正
宗
文
庫
・
日
田
廣

瀬
家
─
─
を
取
り
上
げ
て
集
中
的
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
集
積
し
、
日
本
文
学
研
究
の

基
盤
形
成
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
と
の
関
係
性

に
配
慮
し
て
、
近
年
、
調
査
収
集
先
が
（
以
前
に
比
べ
る
と
）
か
な
り
減
少
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
特
に
、
文
献
調
査
に
お
け
る
書
誌
学

的
知
見
の
共
有
と
継
承
に
小
さ
な
ク
ラ
ッ
ク
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
、
国
文
研

と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
自
分
の
専
門
や
好
み
と
は
関
係
な
く
、「
共
同
で
」
文
献

調
査
に
出
精
す
る
こ
と
の
〈
意
味
〉
は
ま
こ
と
に
甚
大
な
も
の
が
あ
る
の
だ
と
、
こ

の
種
の
経
験
を
有
し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
お
そ
ら
く
誰
も
が
実
感
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。
と
り
わ
け
近
年
は
、
日
本
文
学
を
専
攻
す
る
大
学
院
生
の
減
少
と
い
う
事
実

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
若
手
研
究
者
の
総
数
に
も
影
響
し
、
事
態
を
い
っ
そ
う
深
刻

化
さ
せ
て
い
る
。

　

国
文
研
は
本
誌
が
刊
行
さ
れ
る
二
〇
二
二
年
に
、
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。

　
〈
事
業
か
ら
研
究
へ
〉
─
─
こ
れ
は
以
前
し
た
た
め
た
小
稿
「
調
査
収
集
の
こ
れ

か
ら
」（
本
誌
三
八
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
に
も
明
記
し
た
、
調
査
収
集
に
お
け

る
新
た
な
方
針
で
あ
り
、
わ
た
く
し
ど
も
国
文
研
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
継
続
さ

せ
て
き
た
調
査
収
集
事
業
を
、
よ
り
研
究
に
密
着
連
動
し
た
も
の
と
し
て
展
開
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
度
か
ら
始
ま
る
「
法
人
第
四
期
」
で
は
、
調
査

収
集
と
連
動
さ
せ
た
新
た
な
共
同
研
究
を
ま
ず
は
五
本
、「
特
定
研
究
（
地
域
資
料
）」

の
名
の
も
と
に
展
開
し
て
ゆ
く
。
共
同
研
究
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
は
公
募
せ
ず
、
各

地
域
の
地
域
資
料
専
門
部
会
委
員
を
中
心
と
し
て
適
宜
若
手
研
究
者
（
三
〇
％
程
度
）

〈
開
催
報
告
〉

正
宗
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１
／
賀
茂
真
淵
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１
／
山
田
孝
雄
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１

神
　
作
　
研
　
一
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を
抱
き
込
み
な
が
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
共
同
研
究
を
進
め
る
。
本
誌
に
も
、
そ
の
共

同
研
究
の
成
果
と
し
て
の
寄
稿
が
増
え
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。

　
〈
地
域
の
資
料
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
〉
─
─
機
構
長
裁
量
経
費
を
財
源
と
す
る
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
集
中
デ
ジ
タ
ル
撮
影
だ
け
で
な
く
、
長
年
に
わ
た
る
調
査
先

と
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
各
エ
リ
ア
の
地
域
資
料
専
門
部
会
委
員
の
協
力
を
得
て
、

地
域
密
着
型
の
「
日
本
古
典
籍
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。
昨
年
度
（
二
〇
二
〇

年
度
）
は
ま
ず
富
山
市
立
図
書
館
で
「
山
田
孝
雄
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
０
」
を
、

そ
し
て
今
年
度
は
岡
山
・
浜
松
・
富
山
で
そ
れ
ぞ
れ
標
記
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た

（
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
や
む
を
得
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
）。

　

そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◆
正
宗
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１

　

二
〇
二
一
年
九
月
二
〇
日
（
月
・
祝
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

　

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　

挨　

拶　
　

渡
部
泰
明
国
文
研
館
長

　
　
　
　
　
　

正
宗
千
春
理
事
長

　

基
調
講
演　

小
川
剛
生
（
慶
應
義
塾
大
学
）「
正
宗
文
庫
の
歴
史
」

　

講　

演　
　

丸
井
貴
史
（
就
実
大
学
）「
備
前
軍
記
の
世
界
」

　
　
　
　
　
　

川
崎
剛
志
（
就
実
大
学
）�「
西
大
寺
縁
起
絵
巻
断
簡
か
ら
み
る
信
仰

の
一
齣
」

◆
賀
茂
真
淵
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１

　

二
〇
二
一
年
九
月
二
三
日
（
木
・
祝
）
一
四
時
～
一
七
時

　

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　

挨　

拶　
　

渡
部
泰
明
国
文
研
館
長

　
　
　
　
　
　

齋
藤
愼
五
賀
茂
真
淵
記
念
館
長

　

講　

演　
　

神
作
研
一
（
国
文
研
）「
筆
跡
の
〈
ち
か
ら
〉
│
真
淵
の
珍
短
│
」

　
　
　
　
　
　

藤
島　

綾
（
都
留
文
科
大
学
・
非
）「
賀
茂
真
淵
と
伊
勢
物
語
絵
」

　
　
　
　
　
　

中
川　

豊
（
中
京
大
学
）「
真
淵
の
書
簡
、
真
淵
を
か
た
る
書
簡
」

◆
山
田
孝
雄
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１

　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
四
日
（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

　

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　

挨　

拶　
　

渡
部
泰
明
国
文
研
館
長

　
　
　
　
　
　

高
嶋
善
秀
富
山
市
立
図
書
館
長

　

講　

演　
　

入
口
敦
志
（
国
文
研
）「
古
典
籍
の
か
た
ち
」

　
　
　
　
　
　

一
戸　

渉
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
江
戸
の
版
本
を
読
む
」

　

開
催
に
あ
た
っ
て
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
っ
た
、
登
壇
者
の
小
川
剛
生
・
丸
井
貴

史
・
川
崎
剛
志
（
以
上
、
正
宗
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
）、
藤
島
綾
・
中
川
豊
（
以
上
、
賀

茂
真
淵
セ
ミ
ナ
ー
）、
一
戸
渉
（
山
田
孝
雄
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
）
の
諸
氏
、
な
ら
び
に

正
宗
文
庫
の
正
宗
千
春
理
事
長
、
賀
茂
真
淵
記
念
館
の
齋
藤
愼
五
館
長
、
富
山
市
立
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図
書
館
の
高
嶋
善
秀
館
長
・
吉
岡
真み

和わ

司
書
ほ
か
御
関
係
の
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
、
以
下
の
寄
稿
二
本

　
　

◯
小
川
剛
生
「
正
宗
文
庫
の
歴
史
」

　
　

◯
中
川　

豊
「
兵
頭
守
敬
宛
谷
川
士
清
書
簡
に
つ
い
て
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
講
演
に
基
づ
い
て
い
る
。
小
川
・
中
川
両
氏

に
は
、
改
め
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

な
お
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
は
国
文
研
の
共
同
研
究
【
特
定
研
究
（
地
域
資
料
）】

の
も
と
に
、「
日
本
古
典
籍
セ
ミ
ナ
ー
」
も
各
地
で
同
時
多
発
的
に
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
試
み
が
地
域
の
発
展
と
学
問
の
深
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い
る
。
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